
撮影単位
番
号

撮影場所 撮影内容 ナレーションの概要
撮影時間
見込
（分）

動画時間
（秒）

出演者A
（女性）

出演者B
（女性）

出演者C
（男性）

出演者
（子供） センター所蔵民具 ○映像制作受託者が

調達するもの

○監修業務受託者
が調達する物▲確
認する事項

撮影①

①　採取したキトなどの山菜を切る様子。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2001年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル食べ物【秋から冬へ】より

・メノコイタはまな板とボウルを兼ね備えた、大変便利な道
具。
・食材はスケマキリという包丁を使用する。

②　①で切った山菜を使ってオハウ（汁
物）を作っていく様子。（キナオハウ）

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2002年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル食べ物【春から夏へ】より

・山菜が良く採れる時期はもちろん、他の時期にも重宝さ
れていた。
・当時は調味料というものはなかったので、素材の味と動
物の油、塩を使って味をつけていた。

①　筋子（いくら状になったもの）をチポ
ロニナプですりつぶしていく様子。

・筋子をばらばらにしてから、チポロニナプに入れ、すりつ
ぶしていく。
・すべてはつぶさず、ぷちっとした食感を残しつつ味や色
づけのため少しつぶす。

②　①ですりつぶした筋子と茹でてふかし
てつぶしたじゃがいもを混ぜる料理（ラタ
シケプ）を作る様子。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2004年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル　イオマンテ【料理編】より

・すりつぶした筋子を茹でたじゃがいもと混ぜ合わせると、
ラタシケプという伝統料理になる。

①　イユタウポポを歌いながら穀物を搗く
様子。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2004年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル　イオマンテ【料理編】より

・脱穀や精白はほとんど毎日の日課だった。
・大きい臼を使う場合は、2～3人で交互に搗いていた。
・この歌はイユタウポポといって、杵つきの労働歌。

②　殻と実を分ける様子。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
平成27年度　口承文芸視聴覚資料作成事業
「オルシペスウオプ４　～小さなアワの穂
～」より

・搗き終わったら、ムイを使ってもみ殻と実をわけていく。
この作業を何度か繰り返し、綺麗に分けていく。

ポロチセ内 シト（団子）を作り、茹でる様子。 ・シトペラ
・調理器具

○イナキビ、ヒエ、ア
ワのどれか

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
平成27年度　口承文芸視聴覚資料作成事業
「オルシペスウオプ４　～小さなアワの穂
～」より

1 1

撮影②

サカエナムテプ
（酒粥ざまし）
サカエカスプ
（酒粥をさます杓子）

ポロチセ内 ①トノト(酒)のための酒粥をヒエで作り、
冷ます様子。

撮影時期：１２～１月

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2004年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル　イオマンテ【料理編】より

クトシントコ
（たがつきシントコ）

ポロチセ内 ①この樽でトノトを作る様子。
（量は樽の1/3程度で、漏れ防止のために
ビニール袋をかぶせる。）

・クトシントコ ○ビニール袋

▲マキリや炭の使用
▲オキを乗せるとき
の火の神へのお祈り

撮影時期：６に合わせる
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2004年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル　イオマンテ【料理編】より

イナウ（木弊）
イナウケマキリ

ポロチセ内 ①イナウについての説明。イナウを作る様
子。
②イナウケマキリについての説明。

・イナウケマキリ ○イナウ作りの材料
○イナウマキリ

撮影時期：１月のアシリパノミ
よりも前

1 1 1

制作動画一覧（撮影日単位）

・ニス
・イユタニ
・ムイ

・チポロニナプ
・調理器具

・イナウとはヤナギやミズキなどの木でできた、祭具のひ
とつ。木の皮をはぎ、表面を小刀で削ってリボン状の房を
作る。
・イナウを作るときに使うのが、イナウケマキリという専用
の小刀。
・カムイの国に届くと金銀の宝物に変わるといわれてい
て、他の供物とともにとても喜ばれる贈り物。 120 60

10
①

○筋子、○茹で終
わったじゃがいも
○食器

▲食器の使い方

○ ○

○

チポロニナプ（筋子つぶし）

撮影時期：１に合わせる

6

酒
づ
く
り

30

撮影時期：１に合わせる

30

2

ポロチセ内

60

○脱穀用のイナキ
ビ、ヒエ、アワのどれ
か
▲工程確認

4

ニス（臼）
イユタニ（杵）
ムイ（箕）

ポロチセ前

60 60
撮影時期：１に合わせる

120

・サカエナムテプ
・サカエカスプ
・鉄鍋
・調理器具

タイトル

・トノトはヒエやアワ・イナキビなどで作られていた。儀式
のときだけではなく、日常的にも飲まれていた。（協会確
認）
・ヒエでお粥を作っていく。
・出来上がったらこの器にうつして、冷ましていく。
・人肌程度まで冷ます。

5

シトペラ（団子へら） ・粉状になっているアワを使う。
・水を入れながらこねて、ちょうどよい大きさに丸くし、火が
通りやすいように真ん中は少しくぼませる。
・お湯を沸かした鍋の中に入れ、茹で終わってすくう時は
シトペラを使う。
真ん中に穴が開いているので、水はけがよい。

90

撮影時期：１０～１２月のどこか

○山菜、○調味料
（塩・油）、○食器

○ヒエ、○麹

○

○

○

○ ○

1

メノコイタ（まな板）
スケマキリ（包丁）

ポロチセ内

180 60

・メノコイタ
・スケマキリ
・鉄鍋
・調理器具

7

・酒粥を冷ましおわったら、クトシントコにうつして、綺麗に
ならす。
・その上にオキを乗せ、樽にふたをしてヒエを寝かせる。
・儀式の前日まで何度か確認して、かき混ぜていく。
・トノトができあがる。

60 30

60

○ ○
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タイトル

撮影③
ヌサorヌササン（祭壇） ポロチセ内 ヌサ（サン）の説明。

撮影時期：１月のアシリパノミ

儀式
イクパスイ（捧酒箸）
トゥキ（杯）

①儀式について簡単な説明。

　札幌観光協会ようこそSAPPOROより

・アイヌ民族はあらゆる場面でカムイへお祈りをささげる。
山に入るとき、漁をするとき、家を建てるときなど。。（他に
あれば付け足したり）
・カムイへ感謝を伝えたり、平和な暮らしが続くようにと。
・カムイへお祈りするばかりではなく、アイヌからも捧げも
のを渡す。ごちそうやお酒など。

撮影時期：１月のアシリパノミ ②儀式中でイクパスイとトゥキを使ってい
る様子。

・イクパスイとトゥキを使うのは、儀式を行うとき。
・普段は家の中の宝物を置く場所にしまってある。
・イクパスイは人間の祈りの足りない部分を補い、神に伝
えてくれる通訳の役割をもっている。

撮影④

男性 ポロチセ内 ①正装についての説明。着物、サパンペ
(冠)、ニンカリ(耳飾り)、テクンペ(手
甲)、ホシ(脚絆)、エムシ(刀)等の説明。

・ニンカリ以外すべ
て

○ニンカリ（ワイヤー
などで作る）

撮影時期：１０～１２月のどこ
か

国立アイヌ民族博物館

女性 ポロチセ内 ①正装についての説明。着物、ヘコカリプ
(鉢巻)、ニンカリ(耳飾り)、レクトゥンペ
(首飾り)、タマサイ(首飾り)
②普段着についての説明。モウル(下着)、
マンタリ(前掛け)、チシポ(針刺し)

・ニンカリ以外すべ
て

○ニンカリ（ワイヤー
などで作る）

撮影時期：８に合わせる

国立アイヌ民族博物館

①アットゥシ ・着物は主に5種類ある。樹皮でできた、アットゥシ、木綿
の布でできたカパラミプ、ルウンペ、チヂリ、チカラカラペ。
・それぞれ文様のデザインや手法が違っている。
・アットゥシはオヒョウの木の皮の繊維で作られた伝統的
な着物。水に強く、通気性もよい。

○

・アットゥシ
・チカラカラペ
・カパラミプ
・ルウンペ
・チヂリ

②チカラカラペ ・チカラカラペは、テープ状に布を切り、縫い付けたもの。
主に残されているのは縞模様の着物に黒や濃紺のテー
プ状の布を縫い付けているもの。

※木綿の着物の名称は地域によって異なることから「一
般的に・・・」や「地域によりますが・・・」の表現が必要。

○ ○

③ルウンペ ・ルウンペはテープ状に布を切り、縫い付けたもの。チカラ
カラペと違い、テープ状の布が色とりどりである。

○ ○

④カパラミプ ・カパラミプは、布を切り抜いて文様を作り出すもの。白い
布が多いので、とても華やか

○ ○

⑤チヂリ（チチリ） ・チチリは布を縫い付けたりせずに、ししゅうのみで文様を
作り出すもの。オホとよばれるチェーンステッチで。

○ ○

自然の里 ①カロプの中に道具が入っている様子、実
際に肩から下げている様子。
②カラスマ（火打ち石）、カラカニ（火打
ち鉄）、チキサニ（木の根）、カラパシシ
ントコ（火つけ炭入れ）を使って火をつけ
る様子。

・カラカニ
・カラパシシントコ
・カロプ

○カラスマ、○チキ
サニ

22

ポロチセの前？ ①あいさつ言葉 ・イランカラプテ。いらっしゃいませ。
ようこそ、サッポロピリカコタンへ。
この施設には展示室やストリートギャラリー、屋外展示な
どがあります。
展示室は階段、またはエレベーターで１階まで下りていた
だくとございます。
どうぞ、ゆっくりご覧ください。

60 50 ○ ○

自然の里 ①　収穫した穀物（ヒエ・アワ・イナキ
ビ）を搗く様子。

・イユタプ ▲イユタプでつくテン
ポ。センターのイユタ
プはテンポが遅い

1 1

14

60~120

撮影時期：８に合わせる

ポロチセ内

着物の種類

60

11

ポロチセ内

120 60~90

8

9

・現在のアイヌ民族が着ている着物は、いわゆる正装とい
い、普段着ではなく、儀式などの際に着られていた、刺繍
がふんだんに施されている着物になる。
・女性は綺麗な刺繍が施された着物に、鉢巻、耳飾り、首
飾り、玉飾りを身につける。
・また、普段着としてはこの下着や前掛けを身につける。
女性にとって針は大変貴重で大切なものだったので、この
針入れにしまって肌身離さず持ち歩いていた。針を実際
にしまって、身に着ける様子。

字幕か口でそれぞれのアイヌ語を入れたい。もしくは口頭
で日本語・アイヌ語を言う。

撮影時期：１０～１２月のどこか
3

服
装

・現在のアイヌ民族が着ている着物は、いわゆる正装とい
い、普段着ではなく、儀式などの際に着られていた、刺繍
がふんだんに施されている着物になる。
・男性は綺麗な刺繍が施された着物に、冠、手甲、脚絆、
刀を肩から下げる。

字幕か口でそれぞれのアイヌ語を入れたい。もしくは口頭
で日本語・アイヌ語を言う。

60 60

火おこし

撮影時期：８に合わせる

あいさつ

撮影時期：８に合わせる

○

イユタプ（精穀用具）

60

3060

・水力を利用して穀物を精穀する道具。
・日本のししおどしのようになっていて、くぼみに水がたま
り、重くなったら下に下がり、水が流れたら杵がついてい
る方が下がり穀物をつくという仕組みになっている。

60

60

○

○

12

ポロチセ内

60

儀
式

・ヌサとは祭壇のようなもので、イナウを立てておく。その
イナウひとつひとつ違うカムイに捧げるため作られてい
る。

120

・カロプという火打ち用具入れは、山へ狩りに行く際に持
ち歩いていた。この中には火おこしをする道具一式が入っ
ている。
カラパシシントコ・カラスマ・カラカニ・チキサニ。このほか
にも狩猟に使う道具を入れていた。
・カラパシシントコには火着けの炭をいれておくが、材料
はサルノコシカケというキノコ。キノコの中でも燃えやす
かったようだ。そこに「カラスマ」火打ち石に「カラカニ」火
打ち金を打ちつけ火花を落とす。
・そうして出来た火種を「チキサニ」というストロー状の木
の根で木の皮などに移せば火が燃える。

60

10
②

・イクパスイ
・トゥキ
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撮影⑤
ポロチセ内 赤ちゃんを寝かしつける様子。

（子守歌）
・シンタ ○赤ちゃんの人形 ○赤ちゃんが着る服

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
平成25年度　口承文芸視聴覚資料作成事業
「オルシペスウオプ２　～赤ん坊の知らせ
～」より

①　アカム・カチュ（輪突き）をしている
様子。

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構
2012年3月発行 アイヌ生活文化再現マニュ
アル　子どもたちの遊び【ヘカッタﾗ・シ
ノッ】より

・アイヌの子どもたちは、生きるために必要な技術を遊び
の中で学んでいった。
・この輪は獲物に見立てていて、棒は槍などの狩猟道具
に見立てていると言われている。

・アカム・カチュは転がっている輪を棒ですくい上げる遊
び。

②　ウコ・カリプ・チュイ（投輪突き）を
している様子。

・ウコ・カリプ・チュイは一人が輪を高く投げ上げて、それを
複数人が奪い合う遊び。

①　タンパクオプ・ニキセリの使い方等の
説明。

・当時のたばこは高級な輸入品だったので、嗜好品という
よりもカムイ(神様)への捧げものだった。
カムイにお祈りをするときにたばこを手にしているとそれ
が言霊となり、言葉に詰まることがないといわれている。

②　実際に使っている様子。 ・魔除けやあいさつなどの道具としても使っていた。
・初対面の人と仲良くなる証として、自分のキセルにたば
こを詰め、火をつけて渡すという習慣があった。

自然の里 ①クワリの説明。
②熊の的を使い、実際に矢が放たれる様
子。

・クワリ
・熊の的

自然の里 テンの模型またはそれに見立てたものを使
い、実際に押しつぶされる様子。

○テンの模型

①どのようなときに使ったかなどの説明。
②実際に吹いてみる。

・イパプケニ ▲センター展示室に
あるが、音が出ない
状況の場合は、別途
調達が必要。

1 1 4

①マレクの仕組みの説明
②実際にマレクで鮭を突き、イサパキクニ
で仕留る。
③チセに吊るして干す様子。

60
撮影時期：１４に合わせる

14

撮影時期：１４に合わせる

30

○

撮影時期：１０～１２月のどこか

シンタ（ゆりかご）

20

イパプケニ（鹿笛） 自然の里 ・シカを狩りに行くときに使う道具。吹くときは、この部分を
湿らせ、穴の両側を指で押さえて音の調整をする。
鹿が警戒しながら近づいて来ると言われている。

30 30撮影時期：１４に合わせる

19

ホイヌアクペ（テンとり罠） ・テンは食用ではなく、皮を利用していた。なので矢を射て
穴をあけないように、この罠で圧死させる。
・他にも頭部を使い、雨乞いをしたと言われている。

30 30

15

タンパクオプ（たばこ入れ）
ニキセリ（喫煙具）

ポロチセ内

60 30

○30

自然の里

120

60
受託者が探した既存映像を基に、編
集。

・タンパクオプ
・ニキセリ

○

・カリプペカプ
・カリプ

・ホイヌアクペ

17

マレク（鈎銛） ・夏から秋にかけて産卵のために川をのぼってくるマスや
サケを捕ったり、広い川や小さい沢で魚を突くときに使わ
れた。
・先端の鈎の部分は交易で手に入れた鉄を使っている。
・先端を魚に向けて突き、引いたら鈎の部分がおりてきて
魚に刺さるという仕組みになっている。

・シンタとは、赤ちゃんを乗せるゆりかご。
・当時は床に寝かせると、ネズミにかじられて大けがをす
る恐れがあるので、このシンタに乗せて天井や木の枝か
らつるすことで、安全を確保していた。
・赤ちゃんを寝かしつけるのに、子守歌をうたう。

60

18

クワリ（仕掛け弓） ・クワリは動物が通ると自動的に矢を射る仕掛け。
・動物が通る場所に設置し、たゆませた紐を足で引っ張る
ことで矢が放たれるという仕組みになっている。
・矢じりにはトリカブトなどの毒が塗られており、その毒に
よって仕留める。毒が全身に回る前に矢が刺さった部分
の肉をそぎ落とせば、食べることができると言われてい
る。 60

撮影時期：１４に合わせる

撮影時期：１４に合わせる

16

カリプペカプ（輪差し棒）
カリプ（輪）

○

○

○


